
YES BOLIVIA株式会社はスペイン語のレッスンを提供する会社です。銀座や渋

谷の他の会社の教室を借りて授業をしたり、スペイン語教室に教師を派遣するこ

ともあります。

スペイン語教室を開業して伝えたかったのは、スペイン語そのものよりも、その言

葉を通して伝わる、自分の国の多様な文化のことです。

ボリビアときくと、スペイン語しか話されないと思う方もいるかもしれませんが、実は

ボリビアの言語は私が知る限り36言語もあり、多様な民族が共生する国です。

私のもとで勉強している生徒さんの中には、ボリビアで音楽を学ぶことを目指して

スペイン語を勉強している方もいます。スペイン語の他に、ボリビアの音楽のこと、

踊りのこと、そしてその国の文化のことをスペイン語と一緒に感じてもらえる場所に

することが、一番大事なことなんです。

起業の手続きは、これからのビジネスの縮図

スペイン語を学ぶのはゴールではなく、きっかけ
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利⽤者 リレーインタビュー…………

ボリビアで見た盆踊り大会は起業の原点

私からのワンポイントアドバイス

ボリビアで暮らしているころから、日本は地球の裏側にあるように遠いのに、どこか

親近感を感じる国で、いつか日本で起業をすることが夢でした。

私の生まれ育ったボリビアではお盆のころになると、日本の盆踊り大会が開かれま

す。子どものころから父親に手を引かれて、よく参加していました。父はエンジニア

でしたから、日本とは仕事でも関りが強かったんだと思います。子どものころから自

然と日本の文化にふれていたことが、今の日本での起業に繋がっているのかもし

れません。

自分が家で定款書類を書いているときは、日本人の妻や家族が日本語のサポー

トをしてくれました。この起業をしていて、一番良かったと感じられるのは、そういっ

た自分の周りのサポートを再確認できたことだと思っています。

TOSBECを使った起業が面白いのは、自分ひとりでやるものでも、誰かに丸投げ

するのでもなく、「周りのサポートを大切にしながら自分で起業する」ところです。周

囲の人からサポートを受けながらの作業は、まるでビジネスをする上での縮図のよ

うにもみえました。会社を運営する前に、これからのビジネスの軸になるような経

験ができたことに、感謝しています。

行政書士といったプロの方に頼む方法もありますが、会社を自分の手で登記

をするときの、嬉しい気持ちは言葉では言い表せません。ご自分の夢を目指

す方には、TOSBECでのサポートを受けながらの登記をお勧めしたいです。

YES BOLIVIA 株式会社 代表取締役 キスペ デルフォさん
プロフィール／
2014年の7月に来日。日本語学校に通いながらボリビア大使館でイ
ンターンシップを行う。日本語学校を卒業後はスペイン語教師として
働くかたわら、ボリビアの音楽や踊りを伝える活動を行う。2020年5月
に長らくの夢であったYES BOLIVIA株式会社を設立。

【東京開業ワンストップセンター】
住所：東京都港区赤坂1-12-32 アーク森ビル 日本貿易振興機構（ジェトロ）本部7階

電話：03-3582-8352 FAX：03-5561-4123
URL: https://www.investtokyo.metro.tokyo.lg.jp/jp/support/onestop/

東京開業ワンストップセンター（TOSBEC）は、会社の設立に必要な各種手続を一か所で行える相談窓口です。
起業をすると決めた後、登記の手続きを自分でするか、プロの方に依頼するか、悩まれる方も多いと思います。今回
インタビューをする起業家のキスペさんは、自分で起業の手続きをすることは、ビジネス上の重要な経験になると語
られています。起業にむける熱い想いを、じっくりお伺いします。

相談体験会を随時開催しています。 参加者募集中！ 誰でも無料でご利用いただけます！

「ヤッパ」と言う言葉がボリビアにはあります。頑張ったあと、もうひと踏ん張りがん

ばってみると言う意味です。日本での起業は、毎日ヤッパの連続でしたが、大

事なのは、ヤッパといって頑張るときに、周りにはしっかりとサポートがあったこと

です。

書類を作っていて分からない単語があると、私はその単語をリストにして、定款

のブースの先生に聞きに行きました。言葉の意味だけでなく、文字の順番や、

書き方まで一緒に直してくださったのは、本当に感謝しています。

日本とボリビアの架け橋に

今はコロナの感染が広がっている時期でもあり、言語教室は難しい状況で

す。ずっと貢献をしたいと思ってきた、日本とボリビアの文化交流も、中々

場所づくりができません。

ですが、こんな時だからこそ、オンラインでの授業を通じて、スペイン語や、

ボリビアの文化を伝えて、日本とボリビアの架け橋になりたいと感じています。

起業したことが、少しでもポジティブな力になるよう、他のボリビアの会社と

協力して、2つの国をつなげていければと思っています。
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